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鳥」に扮して、一役果たしました。物語は『新世紀エヴァンゲリオ

ン』（赤木リツコ役）の声優としても知られる山口由里子さんの

温かな語りで進行し、観客は情感豊かな能に魅了されました。

　また、関西フィルハーモーニー管弦楽団はギオルギ・バブ

アゼさんの指揮で、グリーグ作曲『ホルベルク組曲』第 2 曲「サ

ラバンド」や、スメタナ作曲『我が祖国』より「モルダウ」など6 曲

を演奏。カーテンコール後のフィナーレには出演者が全員登場

し、ヨハン・シュトラウス1 世の『ラデツキー行進曲』に合わせ

て観客と共に手拍子をして大いに盛り上がりました。

関西・大阪のアーティストを内外に発信
　2020年東京オリンピック・パラリンピックに向けて全国各地で文化プログラム＊が展開される中、昨年10月、
その大阪版となる「大阪文化芸術フェスティバル 2017」が開催された。大阪府や関西･大阪 21 世紀協会などで
構成する大阪文化フェスティバル実行委員会の主催で、1 か月間にわたり府内各所でさまざまな文化・芸術公
演がジャンルを越えて交わる文化の祭典である。当協会は、そのキックオフ公演を NHK 大阪放送局の協力を
得て開催。関西・大阪の舞台芸術を代表するアーティストのパフォーマンスを内外に発信し、「大阪版文化
プログラム・beyond2020」のスタートを飾った。今後も大阪のシンボル・大阪城や周辺のホールを活用し、
世界のアーティストに発表の場を提供するなどの試みを続けていきたい。
＊文化プログラム… IOC のオリンピック憲章で、開催都市に実施が義務づけられている文化的なプログラム。東京大会では、リオデジャネイ

ロ大会終了後の 2016 年 9月からの 4 年間（カルチュラル・オリンピアード）が実施時期にあたる。文化庁はこの期間に全国津々浦々で 20
万件のイベントの開催、5 万人のアーティスト、5,000 万人の参加を数値目標に掲げ、さらに 2020 年以降（beyond2020）も視野に入れた
新たな文化振興モデルの構築を目指している。

石橋栄実さん（ソプラノ）
　1998年ドイツ・ケムニッ

ツ市立歌劇場公演（『ヘン

ゼ ルとグレ ーテル』のグ

レーテル役）をはじめ、国

内外の劇場主催公演に数

多く出演し高く評価されて

いる石橋栄実さんが、ヨハ

ン・シュトラウス2 世作曲

『春の声』を披露しました。

近年では、新国立劇場『沈

黙』（オハル役）、ロームシアター京都『フィデリオ』（マル

ツェリーネ役）など数々の舞台に出演し、ベートーヴェンの

『第九』のソリストとしても活躍。大阪音楽大学・短期大学

部 声楽准教授でもあり、演奏後、「声楽はこの世にひとつし

かない楽器、声楽を学ぶ人はこれを大切にして長く続けて

いくよう、頑張ってほしい」とエールを送りました。

　水都大阪から地球環境の大切さを次世代に伝える新作能

『水の輪』を、関西フィルハーモニー管弦楽団とのコラボレー

ションで上演。本公演は 2016 年 11月に実施したところ大きな

反響があり、今回はその再演となりました。

　冒頭、岩谷祐之氏のソロヴァイオリンに合わせて、コンテンポ

ラリーダンスの村上麻理絵さんが水鳥の妖精として『序踊』を披

露。村上さんは、関西を拠点に国内外でダンサーや振付家とし

て活躍しています。続く『水の輪』は、山本能楽堂の山本章弘さ

んによる水環境の浄化をテーマにした新作能で、世界各国の子

どもたちも登壇。汚れてしまった川の水をきれいに蘇らせる「水

北村 陽さん（チェリスト）
　13 歳にして「第 10 回若い

音楽家のためのチャイコフ

スキー国際コンクール」（2017

年 6 月）チェロ部門で優勝し

た新進チェリストの北村陽

さんが、カサド作曲『無伴奏

チェロ 組 曲』を 演 奏しまし

た。北村さんは、関西フィル

ハーモニー管弦楽団や東京

交響楽団、大阪フィルハー

モニー交響楽団などとの共演をはじめ、10 歳で初リサイタ

ルを開くなど、将来の活躍が大いに期待されています。演

奏 後、司 会 の 杉 浦 圭 子 氏（NHKアナウンサー）のインタ

ビューに応えて、「この曲は凛 し々いところや淡々として悲し

いところなど、色々な感情表現ができるので好き。チェリス

トとして自分しか出せない音を追求していきたい」と抱負を

語りました。
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